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難
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空
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し
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)
壷
'
6

-
は
び
-
2
 
4
旗
の
会

次
回
か
ら
の
1
0
城
の
紹
介

に
先
立
ち
､
尼
子
氏
の
系
譜

を
紹
介
す
る
｡

獲
尼
子
1
 
0
旗

｢
雲
陽
軍
費
記
｣
※
に
､

｢
惣
じ
て
尼
子
旗
下
に
い
て

禄
の
第
一
は
白
魔
､
第
二
は

三
沢
､
第
三
は
三
刀
屋
､
第

四
は
赤
穴
､
第
五
は
牛
尾
､

第
六
は
高
瀬
､
第
七
は
神

西
､
第
八
は
熊
野
､
第
九
は

真
木
､
第
十
は
大
西
な
り
､

こ
れ
を
出
雲
一
国
の
十
旗
と

云
-
つ
｣
と
あ
る
｡
1
 
0
旗
と
は
､

尼
子
の
旗
下
1
 
0
家
1
 
0
城
を

指
し
､
有
力
な
家
臣
で
あ
る

と
と
も
に
､
そ
の
城
は
富
田

城
防
衛
体
制
の
重
要
拠
点
と

な
っ
て
い
る
｡
但
し
､
1
 
0
旗

の
制
は
確
実
な
史
料
に
は
見

当
た
ら
な
い
｡

回
唐
子
持
久
(
も
ち
ひ
さ
)

尼
子
民
は
､
現
在
の
安
来

市
広
瀬
町
の
月
山
富
田
城
　
に
覇
を
唱
え
た
､
初
期
戦
国

を
本
拠
と
し
､
1
 
6
世
紀
の
初
大
名
の
代
表
的
存
在
｡
京

め
｢
し
ろ
の
山
陰
､
山
陽
2
道
極
道
馨
(
ど
う
よ
)
の
孫
高

｢
富
田
月
山
城
之
図
｣

安
来
市
教
育
委
貴
会
提
供

久
が
､
与
え
ら
れ
た
近
津
犬

上
郡
尼
子
郷
を
名
乗
っ
て
尼

子
と
祢
し
､
そ
の
手
の
持
久

が
､
伯
父
で
あ
る
守
護
京
極

高
詮
(
た
か
の
り
)
の
代
官

と
し
て
出
雲
に
下
り
､
富
田

城
に
依
っ
て
出
雲
尼
子
の
租

に
な
っ
た
と
言
う
｡
ノ

漢
唐
子
清
畠

1
4
7
8
(
応
仁
元
)
年

か
ら
の
｢
応
仁
の
乱
｣
の
中
､

持
久
の
子
､
満
員
は
富
田
城

に
い
て
京
極
氏
の
忠
実
な
守

護
代
で
あ
り
つ
つ
､
出
雲
東

部
の
国
人
層
を
抑
え
､
美
保

関
で
の
関
銭
徴
収
を
委
託

さ
れ
､
次
第
に
経
済
力
を
つ

け
て
勢
力
を
増
大
さ
せ
て
い

だ
｡臆

尼
手
緩
久
(
つ
ね
ひ
さ
)

満
員
の
嫡
子
経
久
が
守
護

代
に
な
っ
た
の
は
1
4
7
8

(
文
明
1
 
0
)
年
｢
し
ろ
｡
応
仁

の
乱
後
の
混
乱
に
乗
じ
､
幕

府
御
料
所
美
保
園
の
関
銭
徴

収
を
怠
り
､
社
寺
領
を
押
領

し
､
守
護
段
銭
の
徴
収
を
拒

否
す
る
こ
と
で
､
戦
国
大
名

へ
の
道
を
歩
も
う
と
し
だ
｡

｢
雲
陽
軍
費
記
｣
に
よ
る

と
､
1
4
8
4
(
文
明
1
 
6
)

年
､
守
萎
京
極
政
経
は
､
幕

命
を
引
き
出
し
､
富
田
城
を

追
放
し
た
が
､
経
久
は
1
4

8
6
(
文
明
3
)
年
､
手
勢

を
ひ
き
い
て
富
田
城
を
奪
回

し
た
｡
現
在
の
研
究
で
は
､

そ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
奪
回
劇
を
否
定
す
る
見
方

が
強
い
｡

奪
回
後
､
国
人
層
を
制
圧

し
､
1
 
6
世
紀
の
初
め
｢
し
ろ
､

出
雲
国
内
の
統
一
を
完
了
す

る
と
､
美
保
関
の
関
銭
､
奥

出
雲
の
砂
鉄
､
石
見
銀
山
な

ど
に
よ
る
経
済
力
を
背
景

に
､
因
州
及
び
芸
備
方
面
に

進
出
し
勢
力
を
拡
大
し
た
｡

経
久
の
3
人
の
男
子
の
う

ち
嫡
子
･
政
久
は
､
若
く
し

て
討
ち
死
｡
三
男
･
塩
治
興

久
は
､
父
に
叛
い
て
自
殺
｡

二
男
･
国
久
は
武
士
集
団
｢
新

宮
党
｣
を
組
織
し
､
尼
手
車

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
が
､

甥
で
惣
領
の
晴
久
と
対
立
し

た
｡e

嘗
田
城
の
落
城

尼
子
は
､
1
5
5
4
(
天

文
&
)
年
に
､
晴
久
が
毛
利

の
謀
略
に
よ
り
｢
新
宮
党
｣

を
全
滅
さ
せ
る
な
ど
､
次
第

に
弱
体
化
す
る
｡
晴
久
の
死

の
2
年
後
の
1
5
6
2
(
永

禄
5
)
年
に
富
田
城
は
､
出

雲
に
進
攻
し
た
毛
利
の
大
軍

に
包
囲
さ
れ
､
4
年
後
の
1

5
6
6
(
永
禄
9
)
年
に
晴

久
の
子
､
大
将
の
義
久
が
降

伏
し
､
富
田
城
を
開
城
し
た
｡

義
久
と
倫
久
､
秀
久
の
尼

子
3
兄
弟
は
､
窒
云
長
田
(
広

島
県
誓
書
岡
田
市
)
の
円
関

守
に
幽
閉
さ
れ
た
後
､
阿
武

郡
奈
古
(
山
口
県
阿
武
町
)

に
お
い
て
､
毛
利
の
家
臣
と

し
て
過
さ
れ
た
｡

一
方
､
山
中
庸
介
ら
は
､

新
宮
党
滅
亡
の
際
た
だ
ひ
と

り
落
ち
延
び
た
尼
子
の
遺
児

尼
子
孫
四
郎
を
大
将
と
仰

ぎ
､
尼
子
再
興
の
戦
い
を
展

開
し
た
が
､
成
功
し
な
か
っ

た
｡

※
尼
子
氏
盛
衰
の
歴
史

書
｡
滅
亡
直
後
に
書
か
れ
た

点
で
一
級
の
歴
史
資
料
で
あ

る
が
､
脚
色
や
歴
史
的
史
実

と
の
相
違
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
｡

花
ま
つ
り

◇
4
月
8
日
尋
の
午
前

8
時
半
か
ら
午
後
5
時

一
畑
薬
師
で
｡
花
御
堂
に

ま
っ
ら
れ
た
誕
生
仏
に
甘

茶
け
裡
っ
…

一
畑
薬
師
週
末
坐
禅
会

◇
4
月
8
日
の
午
後
7
時

半
か
ら
9
時
等
一
畑
薬

師
観
音
堂
で
｡
会
費
3
百

円
､
茶
礼
あ
S
,
 
6
.
指
導
は

一
袋
師
蔓
か
零
約
､

初
心
者
歓
迎
｡
申
し
込
み

は
電
話
0
8
L
d
3
･
5
･

0

1

1

1

一
姫
薬
師
｢
よ
-
つ
か
さ

ん
｣
眼
病
平
癒
･
諸
病

平
癒
特
別
祈
願
祭

◇
4
月
8
日
午
前
Ⅱ
時
か

ら
5
時
国
富
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
｡
参
加

費
3
百
円
､
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
代
百
円
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
(
電
話
0
9
0
･

1
1
8
9
･
l
T
P
8
)
へ
｡

高
一
イ

◇
4

回
四

二一十
で
｡

要
､

囲
日
替
わ
り
連
載
コ
ー
ナ
ー

◇
月
曜
日
は
島
根
県
立
図
書
館
の
｢
お
す
す
め
新
諸
本
｣
紹
介
◇
火
曜
日
は
石
飛
欒

｢
学
芸
員
日
記
｣
を
隔
週
で
◇
木
曜
日
は
西
尾
良
一
さ
ん
の
｢
故
郷
の
『
学
校
の
木
』

l
鴇
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